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杉浦：これから、パネルディスカッションを

進めさせていただきます。司会・進行は測技

協の技術委員長を務めております、株式会社

パスコの島村さんにお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。

島村：今回司会・進行役を務めます測技協の

技術委員長の島村です。よろしくお願い致し

ます。まず、パネラーの方々をご紹介させて

いただきます。

主催者を代表しまして測技協の事務局長堀

野さん、基

調講演で発

表していた

だきました

国土地理院

の菱山さん、

国際航業株

式会社の八

木さん、玉野総合コンサルタント株式会社の

佐野さん、株式会社カナエジオマチックスの

川 さん、中日本航空株式会社の宮坂さん、

後半に話題提供をいただきました株式会社パ

スコの笹川さん、アジア航測株式会社の小野

田さん、株式会社オオバの豊田さん、最後に

株式会社八州の安田さんです。

本日のパネルディスカッションのテーマ

は、「地震災害に備えた空間計測技術の役割」

です。広域な地震災害時に空間計測技術で何

ができるのか、また、私たちがどのような社

会貢献ができるのかを考えるために企画され

たものです。皆様ご存じのように、「天災は

忘れたころにやってくる」という言葉があり

ます。これは故寺田寅彦先生の有名な言葉で

す。平常時につねに災害対策を考えることが

必要であるということを、教訓を込めて伝え

た言葉です。本企画の原点もそこにありま

す。

「地震災害に備えた空間計測技術の役割」
パネラー（敬称略）

国土地理院企画部 菱山剛秀
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中日本航空株式会社　宮坂　聡
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この主旨のもとに、早速、本日のパネラー

と共に、議論を進めていきたいと思います。

最初に、最近テレビや新聞で話題になって

いる東海地震についてご議論をお願いしま

す。もし東海地震が起こった場合に、本日発

表された技術が、どのような場面で、どうよ

うに利用できるのか、また、中越地震よりも

被害が大規模な場合に、課題がどこにあっ

て、どうように解決すれば良いのかをご議論

願います。

まず、情報の収集と共有というテーマで発

表をいただき、中越地震のときに、個人的に

も、また、グループの中でもかなり苦労され

た経験をもつ八木さんから、ご意見をお願い

致します。

八木：改めまして八木でございます。最初に

お話させていただくのは、何とも恐縮な気も

しますが。中越地震のときに実施させていた

だいたような、GISを使った情報サイトとい

うのは、手前味噌ですけれどもとても有効な

ことだったと認識しています。地震の規模あ

るいは被害の重大さがさらに大きくなるとい

うことが当然予想される東海地震において

も、是非あのような取り組みをしたいという

か、どなたかにしていただけると良いと思っ

ております。

実際、中越地震の後ですと、昨年３月末に

福岡で地震がありました。幸いなことに中越

地震ほどの大きな被害にはなっていませんで

したけれども、少しメンバーの入れ替わりな

どはありましたが、同じようなボランティア

というスタイルでGISのプロジェクトが立ち

上がって、一定の成果を得ていると認識して

います。これが一つのスタイルになって定着

できれば良いと思います。それがひいてはわ

れわれの業界の力を使って社会貢献をする重

要な場所として、世間的にも認知されるとい

う こ と が 、

非常に重要

ではないか

と思ってい

ます。

ただ一方

で瑣末な技

術的な問題

もあります。実際そのGISのプロジェクトで

行ってきたことが、これといってものすごい

最先端技術かというとそうではなくて、むし

ろ普遍化しようとしている技術を、あのよう

な場で役立てたということに意義があるのだ

と思っています。またそのために結果的には

いろいろな企業の方、学校の方を含めた方

が、汗水たらしてボランティアでやり遂げた

というのが、一つ意味があると思っていま

す。

とはいえ、本当にいつもボランティアで毎

回同じことができるのかと言われると、やは

り少し苦笑いをせざるを得ないところもあり

ます。例えば行政あるいは国が主導権を握り

ながら、GIS化を後押しするようなスタイル

も必要でしょうし、われわれ業界がそれを受

け入れるというスタイルも必要なのではと思

います。全く技術的な話ではなくて恐縮なの

ですけれども、そういう組織づくりとか、い

ざという時に備えた心構えとか、そのような

ものをきちんと合意形成しておくことが重要

ではないかと思っています。

島村：中越地震より東海地震は、被害が拡大

するのではないかと予想されています。ボラ

ンティアレベルや少人数のグループでは、被

害情報の収集や情報公開のためのホームペー

ジの立ち上げなどは、なかなか難しいではな

いかと思いますが、いかがでしょうか。
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八木：まさしくご指摘の通りで、前回の中越

地震のときにも、だんだん話が進んでくると

いろいろな行政の方に好意的にご協力をいた

だいたり、情報を生データでご提供いただい

たりして、われわれがホームページあるいは

GISに格納しやすいような形のデータがいた

だけるように変わってきました。最初はもう

本当に手探りでしたから、何もないところか

ら始まりました。運用支援態勢や費用面の話

も含めて、きちんとした情報の流通について

のルールメイクがなされれば、災害情報の量

が多くなって、大変広い範囲での情報を扱わ

なければいけないということになっても、決

して不可能な話ではないと思います。ただや

はりこれは、事前にそういう備えをお互いし

ておくということです。

実際に東海地震の対象となっているような

県や市町村は、それぞれが、独自のものすご

く高度な取り組みをされているわけですけれ

ども、せっかく高度な取り組みをされている

のであれば、それをもう一歩進めて、広域で

の連携をしてみようとか、行政の垣根を超え

た国・県・市町村といった連携をしましょう

ということに踏み出せれば、それは全然不可

能なことではないと思います。

島村：次に、中越地震で地震被害の把握のた

めに撮影を行った小野田さん、どうでしょう

か。撮影の立場で東海地震を想定した場合

に、どのような課題が出てくると考えられま

すか。

小野田：東

海大地震が

起きた時に

は、非常に

広域の被害

が想定され

ます。中越地震での反省点というか課題の一

つは、本当に必要なデータを必要な人に渡す

ことができたのだろうということ、これが挙

げられると思います。今日お話しした技術的

な活用については、当たり前のことかも知れ

ないのですが、高性能なデジタルカメラで災

害直後の状況をまず記録することが重要だと

思います。

今も続いていますが、災害後数日で行政あ

るいは住民の方は総力をあげて復興に取り組

みます。ただしそのとき実際にどういうこと

が起きたのか。家屋の倒壊や、住民の動向

（生命）等については、中越地震発生直後は

ほとんど情報がありませんでした。そのよう

なときに実際に何が起きていたのか、まず私

たちはそれを記録しなくてはいけないと思い

ます。

２番目として、中越地震のときも問題にな

りましたけれども、記録されたデジタルデー

タが膨大であるということです。実際かっこ

いいことを発表いたしましたけれども、あの

データそのものも社内でデータ加工整備でき

るのが、東京しかなかった。あれだけの高解

像のデジタルデータがありながら何をしてい

たかというと、新潟県庁まで脇にハードディ

スクを抱えて人が往復する、実際そのような

状況でした。やはり（データ加工や転送方法

も重要で）、データだけ県で開いてもどうし

ようもないのですね。３番目の課題として

は、先ほど八木さんもおっしゃった通りデー

タの整理を共有化していくことです。膨大な

電子データを、私たちは取りましたが、それ

を出しただけでは誰も使えないのです。今日

一つ例としてお話しした自動抽出について

も、とにかく短時間で生のデータを渡すだけ

ではなくて、そこで一つ解釈を加え、整理し

た結果のジャッジメント（河道が閉塞してい

るか等）を行政の方、あるいは住民の方に渡
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すことが重要です。これが大きな課題とだと

思います。実際に中越地震のときにも、それ

ぞれ委託業務であるとか、自主的に行う内容

であったとか、いろいろなデータがあり、そ

の取り扱いが守秘義務だとか、どこまでが自

社データか不明であったり、ジャッジメント

についても誰が責任を負うのかなどの問題が

ありました。とくにホームページ等で各コン

サル、測量の会社が情報を出しましたが、な

かなかジャッジメントした上でのデータが出

せませんでした。それも反省点の一つとして

挙げられます。

島村：災害時におけるルールづくりは、平常

時に決めておかないと、速やかなデータの提

供は難しいということですね。

小野田：そうです。このようなシンポジウム

も、デジタル時代に入りまして、データの扱

いも含めて、その一つだと思いますが、平常

時から、災害のときに私たち計測技術屋の活

躍の場というか、実際何をしないといけない

のかを、常に議論していく必要があると思い

ます。

島村：それでは、次に技術面についてご意見

を伺います。今日は、地震災害に備える空間

計測技術という観点で取り組んだテーマがあ

りました。今後の災害に備えて、どういう内容

の技術開発を行えば良いのかを、｢キーワー

ド」を１つ挙げていただき、わかりやすく説

明していただきたいと思います。最初に、佐

野さんからお話していただけますか。

佐野：今日私がご報告させていただいた研究

業務につきましては、一つ精度というものに

こだわった研究を進めているというところで

す。昨今GISのデータ自体に精度に付加価値

が付かない

時代になっ

て参りまし

たが、われ

われが提供

できる精度

という部分

に つ い て 、

もう少し地につけた議論の展開が必要だと、

最近考えているところです。どういうことか

と申しますと、われわれがGISで将来目指そ

うとしているのは、多分シミュレーションと

いう予測技術の方に行くはずです。その中で

先ほど地形改変のお話もありましたが、どれ

ほど昔のデータを高精度に取得することが困

難かということに、今課題として直面してい

るわけです。今われわれができることは、将

来地震災害が起きそうな地区について、高精

度な情報を整備しておくことです。それは将

来、地震災害が起きたときに、表層の微小な

変化を捉えることができる資料となり、次の

地震災害を予測する大きな成果につながって

くるはずです。私はそれを信じて今の研究作

業に携わっております。私が生きているうちに

災害が起きるかどうかは別としても、今作っ

ている成果が活用されるということが、今で

きる最善のことではないかと考えております。

島村：そうすると、キーワードは「精度」と

いうことになりますか。

佐野：一番われわれにとって大事なことでは

ないかと考えているところです。

島村：佐野さんからは、将来の災害のために

は、精度を確保しながらデータを蓄積してゆ

くことが大切であるということを伺いまし

た。それでは、徒歩帰宅支援マップを発表さ
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れました川 さんいかがでしょうか。

川 ：帰宅支援マップを作っている中で、安

全は万全ではないというように思ったわけで

す。今名古屋市で、支援マップをA３版で作っ

ています。18年度には各市町村の方々もこう

いう支援マップを作ってくれると思います

が、図の大きさはA３サイズであるというの

がまず特徴の１点目です。縮尺が約１万2,500

で、A３に入るようになっています。名古屋

市にありますのが縮尺６万分の１です。どん

どん高齢化が進んで参りますとこの地図が果

たして十分読めるのだろうかという点です。

市役所で話をしたときには、例えば写真を入

れて分かり易くしたらどうであろうなどとい

う話もしました。財政の問題もありますが、

A３で作らせていただいたわけです。

しかし、もう一工夫しないと、これだけで

は、夕方５時頃薄暗くなりますと非常に見に

くくなってしまいます。もう開発をされてい

るのかどうかわかりませんが、普及率が一番

高い携帯電話にGPS内蔵で、ナビ付きならば

それに越したことはありません。安全という

ことでは内蔵を義務付けるような形にしてい

ただかないと、と思います。また東海、越後

の方々には優先してそういうものを回してい

ただけるという形にしておかないと、どうも

この地図だけでは作っていて非常に不安があ

ります。

今日お見えの皆さんもそうだと思います

が、歩いて帰るというのが基本になっており

ますので、自分自身の体力も訓練をしなけれ

ばなりません。できることなら携帯電話など

を活用していただいて、帰宅経路がわかるよ

うにしておけば、安全に帰れるのではないだ

ろうかと思っております。

島村：するとキーワードは「体力」ですね

（笑い）。

川 ：まあそうですね。体力みたいなもので

しょうかね。

島村：もう１つのキーワードは、｢携帯電話｣

になるわけですね。

川 ：そうですね。やはりどうしても、自分

でやっていても見にくいのです。やはりお年

寄りのためにも見やすくしないといけないと

思います。

島村：東京地区の帰宅支援マップでは、見や

すくするために、出版会社で短冊のような形

で地図を提供し、ヒット商品になりました。

このような計画は、市町村あるいは県であり

ますでしょうか。

川 ：町村から、こういうものを作りたいと

いう引き合いは来ております。規模は少ない

のですが、5,000枚や10,000枚などという話は

来ております。わかりやすく作るために、も

う少し研究をしないといけないと思っており

ます。

島村：この研究を進めていただき、より見や

すい地図ができることを期待しています。引

き続きまして、今後のテクノロジーとして、

高性能な衛星SARについて発表されました笹

川さんから、

ご意見をお願

い致します。

笹川：今回は

SARというこ

とで話をした

のですが、わ
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れわれが問題に対してどういう観点でとらえ

ているかというと、「減災」というキーワード

になると思います。空間計測技術が寄与でき

るところというのは、いわゆる三つのフェー

ズ（段階）があります。平常時の防災という

発災前のこと、それから発災後にまず人命救

助というような緊急対策、それから復興。そ

の中で使われてくる情報というのはいろいろ

と違いますが、防災という面では佐野さんが

おっしゃったように、シミュレーションに生

かされます。今の地形改変地の建物や耐震

偽造マンションだけが倒れるわけではなく、

多分たくさんの建物が倒れるでしょう。何が

どうなるかということをあらかじめ予測す

ることによって、どれだけ災害が減らせるか

です。多分そこに、われわれの今現在、ある

いは過去がどうだったかという点について、

計測技術というものが生かされてくる場面が

十分に想定できます。

それから発災後の緊急対策をどうするか。

まず時間を短縮しなければいけません。時間

を短縮するために一つのセンサーとしては

SARあるいは熱赤外などがあります。また衛

星というプラットホームもあればジェット機

などもあり、そこに到達するという時間の短

縮精度もあります。それから情報を伝達する

という意味では、ブロードバンド衛星や衛星

通信を使った情報もあります。飛行場まで戻っ

てきて物事を行うのではなくて、機上から情

報を伝達して、首相官邸で、今現地で何が起

きてどういう対策を行わなければいけない

か、そういう時間短縮をするための技術開発

というのも十分に必要です。その次のフェー

ズとして復興においてわれわれは現地に行っ

て、きちんとした精度のあるものを提供して

いくという形になるのではないかと思いま

す。一般的な話で恐縮ですが。

島村：そうするとキーワードは「減災」とい

うことになり、そのためにはリアルタイムで

情報を取得して解析していくことが必要であ

るということでしょうか。

笹川：そうですね。マルチプラットホームも

そうですしSARというのも一つのキーワード

です。それから自動判読というものも一つだ

と思います。発災後については時間をいかに

短くするかというところに、われわれは注力

していくことが必要ではないかと思います。

島村：延焼シミュレーションの方法について

発表していただきました豊田さんより、キー

ワードを１つ挙げていただき、ご説明をお願

い致します。

豊田：キーワー

ドとしては「防

災まちづくり」

を挙げたいと思

います。シミュ

レーションを

「防災まちづく

り」で活用する

技術の開発が必要なのではないかと考えてい

ます。都市計画のコンサルタントとしてまち

づくり計画を住民や行政の方々に説明するた

めのツールとして、シミュレーション技術と

いうのは非常に有効だと考えています。これ

からもどんどん活用していきたいと思ってい

ます。けれども現在、町の危険箇所をシミュ

レーションによって特定・抽出し、改善案を

考え、再度シミュレーションをし、どの程度

改善されたかを計測し、そしてまた有効かど

うかを確認した上で、計画案を作っていくと

いう、トライアル・アンド・エラーな作業を

行っているわけです。住民の方々とまちづく
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りを考えていく点からは、こういう試行錯誤

というのはものがすごく有効だと思っていま

す。けれども、改善手法として建物の不燃化

が最適なのか、道路の確保を優先させたほう

がいいのか、それよりも空地を確保して避難

所をもっと確保した方が良いのかを個別の地

区に対し、それぞれ最適な改善案を提示でき

る手法技術、そのシミュレーションといった

ものがこれから開発していく技術として必要

ではないかと思っています。

何故かというと、最適解からそれぞれの地

区の実情を把握し、これから高齢化や少子化

を迎えて介護などのための車の搬入などを優

先しなければならないからです。よく言われ

ていますが、あまり防災ということを強調す

ると住民の方々から反発を食らうということ

もありますので、そういった最適解からそれ

ぞれの地区の実情に合った改善案を考えてい

くために、シミュレーションによって最適な

解答というものが迅速に得られれば好ましい

状況というのは多くあると思います。

島村：キーワードは「防災まちづくり」とい

うことですが、住民と対話をしながらまちづ

くりをしていくことになると、かなり時間が

かかるのではないかと思います。自治体から

の予算は、十分対応できるような形になって

いるのでしょうか。

豊田：そこは先ほども言いましたけれども、

「防災まちづくり支援システム」というのも

なかなか使ってもらえない状況ということか

ら、予算的には非常に厳しいと考えていま

す。

島村：かなりアピールをしないと、予算化が

難しいということですね。

豊田：はい、そう思います。

島村：防災まちづくり支援システムを活用し

た成功事例はございますか。

豊田：これが使われているのがまだ２、３ケー

スだと、防災まちづくり研究会のほうで聞い

ています。ですから今後有効な解答というの

がどんどん出て来るのではないかと、とくに

地震などに対する「安全なまちづくり」とい

う要求も高まっていますから、これからに期

待したいと思っています。

島村：日本人の性格は熱しやすく冷めやすい

ということで、災害直後は危機意識が高揚す

るが、それを過ぎると、欧米に比べて危機管

理の意識が低いと言われています。災害が起

こった直後に、いろいろな形でアピールしな

いと、本システムの導入は難しいのではない

かと思います。それでは、次に、安田さんよ

りキーワードを１つ挙げていただき、ご説明

をお願い致します。

安田：先ほど

精度とか減災

とか言われた

ので、まさに

それに匹敵す

るのですが、

もう一つそれ

に絡めて言い

ますとテーマそのものなのですが「地盤の

データベース作成」ということになると思い

ます。私共が今紹介した例というのは、もと

もとライフライン機関の土木工学的な見地か

らデータを整備した経緯があったのですが、

それを少し面的に整備していこうということ

で、後半で紹介した微地形分類といったアプ

ローチまで拡げました。
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やはり理想を言うなら然るべき機関が予算

を作って全国的に、とくに大都市部の防災対

策の区域から、こうしたデータを整備するこ

とをぜひ提案したいと思います。それに伴

い、これをベースにいろいろな活用が付加的

にできると思われます。自治体で言います

と、都市計画2500のDMなどを作る計画があ

ると思いますが、そういうときに昔の地図を

使って予察し、改変分だけ昔のデータを取る

ということも、割に小さな予算でできると思

います。しかし、やはりこういったものは

データベースとして位置付けて、然るべき上

位の機関で予算化していただければと願って

おります。

島村：キーワードは「地盤のデータベース作

成」ということですが、まだ、研究する要素

があるのでしょうか。予算がつけば、全国一

律で整備できるものなのでしょうか。

安田：それには、やはり佐野さんも言われた

「精度」がどうしても重要な要素となります。

目的によって違うとは思いますが、その精度

についてどのレベルを標準的に設定するかと

いうことです。さらにそれより詳しいものは

オプションとして個別の案件で深くやればい

いと思います。もう一つは、これも佐野さん

が言われたのですが、旧地形のデータの情報

をどのように上手く取得できるかということ

です。なかなか旧版地形図等の資料が限られ

ていることもあって大変なのですが、できる

だけ米軍写真のような記録媒体も活用してい

ければと思っています。

島村：国土地理院では土地条件図を、以前、

整備していましたが、どのように利用できる

のでしょうか。

安田：そうですね、少し前のことですが、東

京都区域で１メートル間隔の等高線を1/2500

の地図から拾ったこともございます。土地条

件図の中にも１メートルの地盤高線が入って

いますので、そういう情報を拾い出すことに

よって使えるかと思います。後は皆さん測量

に携わっておられますから、もともと市町村

が持っている、昭和30年代、40年代ぐらいか

ら3000レベルの地図を作っていると思います

ので。そのような地図をもとに作るというこ

とも可能と思っています。今現在は古い地図

で通常使われていないでしょうが、逆に当時

の記録として重要な意味をもっているはずで

す。地形改変前の情報があれば、そういうも

のが使えると考えています。

島村：今後の技術開発について、キーワード

をいただき、パネラーの皆様からお話を伺い

しました。ご意見の中で、個人や企業での努

力、いわゆる貢献という内容もありました。

そこで、空間計測技術を担っている業界とし

て、どういうところに役割があるのか、ある

いは、企業間の連携や仕組みはどうようにあ

るべきか、ということについて、提言してい

ただきたいと思います。まず、災害時の航空

写真撮影について、業界の連携が必要なのか

どうかを宮坂さんから、ご意見をお願い致し

ます。

宮坂：特に非常に必要だと思いますが、その

理由として三

つほど挙げた

いと思いま

す。1点目は

今考えられて

いる地震、逼

迫しているも

のとして東海
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地震がありますが、さらに東海地震に連動し

て東南海、南海地震というものも起こるかも

しれないという話もあります。すると非常に

広い領域が被災するわけで、そういう情報を

得るためにということを考えますと、一つは

人工衛星という手段もありますが、今日いろ

いろなご発表があったように航空撮影やレー

ザー計測という手法が非常に有効だというこ

とがわかって参りました。このようなデータ

を撮るためには、今回想定される被災地が広

すぎて１社ではとてもまかないきれないとい

うことで、ぜひ連携が必要だということがあ

ります。

２点目は、必要だとしても使える空港とい

う問題があります。例えば中部国際空港が新

しく海上にできたのですが、最悪の場合、津

波の被害によって使えないという可能性もあ

りますし、一気にたくさんの飛行機が押し寄

せると、これは私共も経験したのですが、阪

神淡路大震災のときには、八尾空港に民間機

が押し寄せて非常に混雑したということもあ

ります。それが２点目です。

３点目は航空写真撮影が非常に有効だとい

うことがありますが、この他にもレーザー計

測やデジタルカメラとか、私共が発表させて

いただいた熱赤外とか、SARなどいろいろな

センサーがありますが、それは全部の会社が

持っているわけではなくて、各社でいろいろ

特色を持っていますので、それを上手く配分

するということも含めて、全体的に連携して

いかないと、このような広い災害が起こった

ときには対応がつかないと考えています。

島村：情報の連携では、先ほど八木さんから

いろいろとご意見をいただきましたが、災害

時において、業界の中での情報の連携は、ど

ういうレベルで必要でしょうか。

八木：また難しい質問で困ってしまいます

が、大前提として災害に限定しないまでも、

とくに情報システムの話というのは今非常に

多くなってきています。これは時代の流れで

当たり前のことだと思いますが、一方で敢え

て自戒の念を込めて言うと、入れたきり埃を

かぶっているようなシステムというのも、実

は少なくはないだろう、もしかすると沢山あ

るのではないかと思っています。

そのような中で、今災害に関係するような

システムの引き合いというのはすごく数が増

えています。われわれにとってはソリュー

ション、ビジネスの種でもあるわけですけれ

ども、とくに災害に関係するシステムという

のは、いざという時に本当に動くのか、使え

るのかというのが、ものすごく大きな問題に

なると思います。日頃はスイッチも入れずに

眠っているのに、いざとなった時にはそれを

フル稼働させなくてはいけない。ある意味で

は今までやってきた、日常使うであろう情報

システムを提供するよりも難しいことに、わ

れわれはトライしていかなくはいけないとい

う状況にあると思います。もちろん各社いろ

いろな技術的な開発や努力をして高品位なも

のを作っていこうとするのは当然のことだと

思いますけれども、どこかで２度と埃をかぶ

ることのないようにするには、どうしたらい

いのだという、非常にバター臭いところの研

究というには大げさかもしれませんが、何か

取り組みも必要かもしれません。それは必ず

しも各社が１社１社で、ちまちまやるだけで

いいのかという気も正直しています。

中越地震のGISの関係もあって、いろいろ

なベンダーさんやわれわれの同業の中でも、

日頃なかなか腹を割って話すようなこともな

いような方とお話をしていると、同じような

悩みを抱えているのですね。お互い同じよう

な悩みを持っている人間同士が、それを語り
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合うとか、そこでまた情報を共有して次につ

なげていくというような場が一つあってもい

いと本当に思っているところです。

大きな話をしてしまうと、やはり先ほどか

ら再三申しあげていますけれども、１社がや

れば何かできるとか、どこかの行政機関が踏

ん張れば何かできるという話ではないので、

業界を挙げてあるいはこういう協会が受け皿

になりながら、多くの関係機関を束ねていく

ような推進役になるのか、フィールドになる

のか、ニュアンスが難しいところですが。今

いろいろな行政機関でいろいろな動きをして

います。その一方で国を挙げて巨大なシステ

ムを一つ作ればいいのではないかという、敢

えて言わせていただければ幻想もあるわけで

すね。しかしその１個１個の動きを全部止め

て、１から何か考え直そうかというと、それ

も現実的ではありません。そうすると今動い

ているものを上手く融合させていく、そして

お互い無駄や無理がないようにリエゾンの関

係でやっていくというのが、とても重要なこ

とだと思います。そういうことができるの

は、やはりこういう場なのではないかとつく

づく思っています。

島村：宮坂さんから撮影時の連携、八木さん

から情報連携の必要性についてご意見をいた

だきました。そこで、シンポジウムの冒頭の

挨拶で、撮影協定という話題が出ましたが、

測技協での取り組みについて、堀野さんか

ら、お話をお願い致します。

堀野：測技協の事務局長をしております堀野

です。司会のほうからのご質問ということで

お答えしたいと思います。昨年の３月に国土

地理院と測技協の航空26社との間で、撮影を

みんなで協力してやりましょうという協定が

結ばれました。冒頭のごあいさつのときも、

うちの専務理

事のほうから

その話はして

おりますが、

基本的には緊

急撮影協定と

運用基準とい

うのを策定し

ました。それに基づいて実施していこうとい

うことになってきております。

国土地理院の立場からすれば、直ちに撮っ

て迅速に提供していくということが基本的な

流れだと思いますが、東海地震等を考えます

とかなり広範囲ということで、国土地理院だ

けではとても無理だということがはっきりし

ております。現在撮影計画図に基づいて予定

されている内容は、６地区になっています。

それをなるべく発災と同時に３時間以内ぐら

いに飛び立って撮影してもらうことを前提に

協定を結んで協力し合うことにしています。

国土地理院と一緒になってデータ提供をして

いくということが基本的な流れになると思い

ます。

９月１日には実際にシミュレーションを26

社と国土地理院と一緒に、測技協を中心に実

施しました。どのようにして緊急撮影を行う

のか、あるいはそれらのデータ提供を直ちに

していくのか、というあたりのマニュアル化

を今現在進めているということです。また皆

さんの力を借りて具体に進められるように努

力したいと思っております。

島村：今のご発言は撮影の連携ですが、情報

連携や現場作業での連携について、今後の取

り組みについて、どのように考えていますで

しょうか。

堀野：今の点ですが、全くわれわれのほうで
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も同感でして、やはり取ったデータが死蔵さ

れるということが非常に問題だと思っており

ます。今の撮った撮影データも然りですけれ

ども、レーザーデータ等についても、現在河

川局を中心にして具体的にレーザーデータを

取得する話になっていますが、これらのデー

タはそれぞれが各社で保有することに協定の

中ではなってきておりますので、今後大いに

利用していくということが重要と考えられて

おります。これからもレーザーデータ等、各

種のデータが各社で保有されてくると思いま

すので、そういった情報を上手く皆で使って

協力し合う仕組みを考えていくことが必要だ

と思っています。

島村：もう１点お聞き致します。情報連携の

中で、GISを使って情報を共有すべきである

というご意見が多数ありました。測技協では

GISセンターを立ち上げているかと思います

が、これからの活動について簡単にご説明し

てください。

堀野：測技協の中に昨年の10月からGISセン

ターを本格的に立ち上げております。基本的

にはまず地理情報標準、最近の流れでいきま

すとJPGISといわれているスタイルのもので

す。これによりまず品質を標準化し、そうす

ると標準化されたものに沿って皆さんに動い

ていただければ、GISに乗せていくことで共

有化がより進むと考えています。現在ある皆

さんのところで使っているようなGISが上手

く連携し合う、そういう意味でもデータ連携

というのが上手くいくのではないかと思って

おります。GISセンターの基本的な活動の方

向としては、まず標準化へ向けた動き、それ

からそういったデータ連携をどのように仕組

んでいくか、このような流れが中心になって

いくのではと思います。

島村：最後に、空間計測技術に携わる企業に

対して、国として期待していることを菱山さ

んからお話いただけますでしょうか。

菱山：今日は半

日ですけれども

いろいろな話を

聞かせていただ

き、いろいろな

キーワードが出

て参りました。

私も非常にい

い勉強になったと思っています。最後に出て

参りましたキーワードに連携というのがあり

ましたけれども、連携というのは国と皆さん

方民間もそうですし、地方公共団体も含め

て、誰がというわけではなく、皆が一緒にな

って災害を減らす、災害を防ぐというのは大

体無理なことなので、どれだけ減らせるかと

いうことだと思います。そのために何をする

のかということですが、われわれ測量地図に

携わる人間としては、先ほども出ていました

が技術の高度化が非常に大事で、今までうか

がっているのも全て技術の高度化という話に

なってきています。

またキーワードになるかもしれませんが、

アナログからデジタル化という、最近とはい

えないかもしれませんが、ITと騒がれてから

もう10年経っていますから、情報は当然もう

デジタル化していかないといけないだろうと

いうことです。災害時の情報とは、とにかく

共有するにしろ、いろいろな処理をするにし

ろ、早く情報を出していくことにしろ、デジ

タル化していないとできないわけですね。そ

れが一つの大きなテーマだろうと思います。

しかし実際に現場に行きますと、デジタル化

するというのはなかなかハードルが高い問題

のようですね。そういうところでどれだけわ
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れわれがお手伝いできるのかということを考

えることが重要だと思います。GISなども使

うことになると思いますが、そういうことを

どんどん行政の中に染み込ませていく必要が

あります。日常皆さん方が使うパソコンにも

ワープロのようにGISが普及していて、個人

のレベルでも災害情報を発信できるような仕

組みが必要ではないかと思っています。

情報の精度の問題がありましたけれども、

スピードと精度というのは相反するような気

がいたします。早くやるためには精度を少し

落とさなくてはいけないということがあると

思うのです。どちらを優先するかは場合によ

ると思います。精度を高める必要がある、予

防のために古い土地の情報を復元するとか、

そういうところは発災する前に行うのですか

ら、そこは技術的に精度をどんどん上げてい

っていただきたいと思います。ただし、発災

時に情報を早く出すという場合に、被害状況

を早く把握するとか、情報を早く出していく

というところではスピードが大事です。だか

ら精度よりもむしろスピードを大事にしてい

ただきたいということです。

今二つの相反することを申しましたけれど

も、災害情報については、もうひとつ、わか

りやすさということが必要だと思うのです。

いくら正しい情報が出ていてもわからないと

何もならないですね。それから先ほども少し

話題になっていました、ちゃんと使われてい

るのかという認識ですね。作った情報あるい

は提供した情報が本当に必要な情報になって

いるのか、受け手にとって必要なのか。実は

これについて国土交通省の中でもわれわれの

出している情報が使われているのかどうか点

検をやっているところです。そういうことも

大事だろうと思います。

ということでひとつは連携、それから技術

の問題がありますが、今日ご紹介いただいた

技術というのは新しい技術ですので、これを

活用していくということが非常に大事になっ

て参ります。技術開発したものをどれだけ実

用化させるか、そういうこともひとつの課題

だろうと思います。

それからもうひとつ、いろいろ言って申し

訳ないのですが、先ほどの連携の中で大事な

観点に量の問題があります。堀野さんのほう

からも説明していただきましたが、空中写真

の共同撮影も連携のひとつです。災害情報を

取るということはなかなか難しくて、現在は

衛星画像や空中写真などのようにデジタル化

して効率的に撮っていくというのはわりと進

んでいますが、それでもどうしても取れない

情報というのは結構あります。

たとえば、地道に現地を歩いて取らなけれ

ばならない情報が結構あります。それをどう

やっていくかと考えると、地元と連携しない

といけないと思います。皆さん方の会社が被

災したときに、どれだけ地元で連携できるか

が大事だろうと思います。そのためにはどう

するかというと、普段からの付き合いが大事

なのです。普段から付き合うためにはどうす

るかということなのですが、私は皆さん方が

持っている知識や技術を使って、地元の方々

に防災意識を高めていただくことをお願いし

たいと考えています。市町村もそうですけれ

ど、住民の方にも大事なことなのです。そう

いう活動をしていただけると、普段から顔が

見えるお付き合いができるのではないかとい

う提案です。空間情報を扱う皆さんには、こ

うした活動を道具として、地元に根をはった

活動をやっていただけたらと思っておりま

す。

島村：議論は尽きませんが、閉会時間になり

ました。パネラーの方々に、今一度、拍手を

お願いいたします。（拍手）
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最後になりましたが、災害で被害に遭われ

ました方々のご冥福を祈るとともに、本シン

ポジウムが、今後の災害に際し一役になるこ

とを期して、パネルディスカッションを終わ

りにしたいと思います。本日、ご参加された

皆さんに感謝いたします。ありがとうござい

ました。

杉浦：司会・進行の島村技術委員長、パネ

ラーの皆さん、どうもありがとうございまし

た。「第１回国土管理・空間計測シンポジウ

ム」と題しまして、今回は「地震災害に備え

た空間計測技術の役割」というテーマでシン

ポジウムを開催させていただきました。不手

際もあったと思いますが、今後、皆さんのご

意見をもとに、テーマを変えたりあるいは深

めたりして、第２回目のシンポジウムを用意

できたら良いと思っております。今後共測技

協の活動にご理解とご支援を賜ればありがた

いと思っております。この言葉で本シンポジ

ウムを閉会させていただいきます。本日はあ

りがとうございました。

第１回　国土管理・空間計測シンポジウム　～地震災害に備えた空間計測技術の役割～

主催：財団法人日本測量調査技術協会

後援：国土交通省国土地理院

日時：2006年１月26日（木）13：00～17：00

場所：名古屋国際会議場３F・234号室

において開催いたしました。

なお、掲載しました基調講演、発表報告、パネルディスカッションは、当日発表されたもの

をまとめたものです。


